
 

 

 

 

 

 

 

理科研究部では、「学びをつなぐ」姿を下記のように捉えている。 

 

 

 

 

これらの姿の実現をめざし、昨年度は、「より妥当な考えへと高めていくための科学的な説明の在り方」「学び

をつなげる事象提示の工夫」の２つの柱を立て、研究を進めてきた。「より妥当な考えへと高めていくための科

学的な説明の在り方」として、どの単元においても、既習の内容や生活経験を基にした「確かめる前の考え」を

一人一人にもたせたうえで追究活動を行わせることで、自分の考えを再構築し、科学的な説明をすることができ

た。また、日常の事象について、身に付けた知識・技能を生かして科学的な説明をさせたことで、自分の考えを

より妥当な考えへと高めることができた。「学びをつなげる事象提示の工夫」として、日常における疑問や驚きの

ある事象を提示して学習問題を設定することで、子どもが問題意識をもって追究活動に取り組むことができた。

しかし、次の２点については、今後も研究を深めていく必要があることが分かった。 

 

 

 そこで、今年度は、「子どもが自らよりよい追究方法を考えていくための手立ての在り方」と「理科の学びと

日常の事象を結び付ける科学的な説明の在り方」の２つを研究の柱とし、子どもが「学びをつなぐ」姿の実現を

めざしていくことにした。 

子どもが「学びをつなぐ」理科学習 
      永友 周作  黒木 貴光 

昨年度までの研究の概要 

理科 

〇 問題解決に向け、既習の内容や生活経験に基づきながら問題を見いだすこと、既習の内容や生活経験を

基にした予想や仮説をもつこと、解決の方法を発想すること等ができる姿 

〇 結果を基に、仲間とかかわりながら追究活動をふりかえり、学習問題に対する結論を導き出していく姿 

〇 見いだした規則性を用いて自然事象を捉えていく姿 

・ 子どもが自ら調べてみたいと思えたり、自ら追究方法を考えたりできる事象提示の工夫 

・ 理科の学びと日常における自然事象を結び付けて考えることができるような手立ての工夫 
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１ 子どもが「学びをつなぐ」ための学習指導の在り方 

⑴ 子どもが自らよりよい追究方法を考えていくための手立ての在り方 

  子どもがより主体的に問題を解決する姿をめざして、日常の事象に対する疑問や思いから生まれた学習問

題を解決するための追究方法を、子どもが自ら考えていくための手立ての在り方について取り組む。追究方

法はこれまでのように教師から提案するのではなく、子どもが主体となって考えていくことをめざし、次の

ような手立てを講じる。 

〇 既習事項や生活経験を基にした、「なぜ？」「どうして？」等の疑問や驚きが生まれる事象提示から、本

時の学習問題を設定する。 

〇 追究活動から得られた結果について、予想どおりにいったか、減らせる手順はないかなどの視点を与え、

追究方法をふりかえる場を設定する。 

⑵ 理科の学びと日常の事象を結び付ける科学的な説明の在り方 

理科で学んだことを日常の事象に生かすことや、生活のなかで見付けた疑問等について科学的に説明でき

ることは、科学的に探究する力を高めていくうえでとても大切である。そのため、今年度も理科の学びを生

かして日常の事象について説明する「科学的な説明」の在り方について、研究を行っていく。そこで、より

日常とのつながりを意識した授業展開を行うために、単元を貫く学習問題を設定することで、毎時間におけ

る追究内容を明確にする。また、単元の終末において、単元を貫く学習問題に立ち返らせることで、科学的

な説明を行うことができるようにしていきたい。 

 

１  

１ 子どもが「学びをつなぐ」ための学習指導の在り方 

⑴ 子どもが自らよりよい追究方法を考えていくための手立ての在り方 

第５学年「植物の発芽と成長」における授業実践 

本単元では、植物の発芽に必要な条件について追究した。ここでは、班毎に決めた調べたい条件や調べ方

に則って実験を行い、得られた結果を基に追究方法についてふりかえることができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 子どもが「学びをつなぐ」ための学習指導の在り方 

 ⑴ 子どもが自らよりよい追究方法を考えていくための手立ての在り方 

⑵ 理科の学びと日常の事象を結び付ける科学的な説明の在り方 

研究内容 

研究の実際 

研究内容の基本的な考え方 

結果を基に、３つの条件を調べるためには、カップが何個あればよかったかという視点を与え、追究方法をふ

りかえらせることで、発芽の条件や条件制御の必要性に気付く姿が見られた。このように、結果と追究方法を照

らし合わせることで、必要な条件を明確にすることができると考える。 

 

結果の考察 

  

追究方法のふりかえり 

 

制御する条件の検討 

 条件を整理すれば、カップ
は４つで追究できるよ。成長

の条件を調べるときに生かせ
そうだね。 

 

班ごとに決めた追究方法 

 「水・空気・日光・適温・愛情・
肥料・土」が必要か調べてみよう。 

 

 



第５学年「ふりこのきまり」における授業実践 

本時（単元の導入）は、振り子の動きが揃う条件について追究した。ここでは、自ら考えた追究方法とそ

の結果をタブレット型端末で撮影し、仲間と自分の追究方法や結果と比較させて、様々な追究方法に気付く

ことができるようにした。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年「とじこめた空気や水」における授業実践 

   本時は、空気鉄砲に水を入れると玉が勢いよく飛ばない理由を追究した。空気の性質を見いだした際の追

究方法をふりかえらせることで、自ら追究方法を考えることができるようにした。また、それぞれの追究方

法によって導き出された結果を比較することで、よりよい追究方法を考えることができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 理科の学びと日常の事象を結び付ける科学的な説明の在り方 

第５学年「ふりこのきまり」における授業実践  

   本単元では、単元の終末に単元を貫く学習問題「振り子の動き方に違いが出るのは、何が関係しているのだろ

うか。」に立ち返らせて、身に付けた知識・技能を生かして科学的な説明をする場を設定した。 

 

 

 

 

 実験の様子を動画に撮り、学習支援アプリで共有することで、追究方法によって振り子の動きが同じになった

り、違ったりしていることに気付くことができた。その結果、「振り子の長さ」「おもりの重さ」「振れ幅」が

関係しているのではないかと考察する姿が見られた。本時での気付きを基に、条件を制御しながら、振り子の規

則性について追究していく姿が単元をとおして見られた。 

閉じ込めた空気の性質と比較しながら追究させたことで、空気で追究した際の方法をいろいろ試しながら主体

的に追究する姿が見られた。結果を動画に撮ったり、イラストに描いたりして、学習支援アプリで共有すること

で、結果を基にして追究方法をふりかえることができた。 

   

疑問が生まれる事象との出合い 自ら考えた方法で追究 

追究方法の比較 結果からの考察 

自ら考えた方法で追究 

 

空気の性質との比較 

  

結果の整理 追究方法のふりかえり 

 あれ？水が圧せた
のは何でだろう。 

 他の人の追究方法
を見てみよう。 

 

そうか、スポ
ンジから水がも
れていたのか。 

  注射器で実験
すると、圧せな
いんだな。 

  植物のと

きのように
条件を制御
して調べて

いこう。 

  同じように動く

振り子はあるのだ
ろうか。 

  水だと玉が飛ば

なくなるのはなぜ
だろうか。 

 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年「とじこめた空気や水」における授業実践 

本単元では、単元を貫く学習問題「とじこめた空気や水には、どのような性質があるのだろうか。」について

追究するために、身に付けた知識・技能を生かして科学的な説明をする場を１単位時間や単元の終末に設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１ 子どもが「学びをつなぐ」ための学習指導の在り方 

⑴ 子どもが自らよりよい追究方法を考えていくための手立ての在り方 

○ 追究の様子の動画やイラストで表した結果を基に追究方法をふりかえったり、これまでの学びと本時の

追究方法を比較したりすることで、子どもが自らよりよい追究方法を考える姿が見られるようになった。 

● 子どもが自ら調べてみたいと思えるようにするために、事象提示の工夫について、今後も研究を深めて

いく必要がある。 

 ⑵ 理科の学びと日常の事象を結び付ける科学的な説明の在り方 

○ 性質についての科学的な説明と日常の事象についての科学的な説明を行わせることで、理科の学びと日

常の事象を結び付けて考える姿が見られた。 

● 単元の導入と終末で、「単元を貫く学習問題」に対する自分の考えの変容が分かるようにするために、

ふりかえりの在り方について研究を深めていく必要がある。 

 参考文献：イラスト図解ですっきりわかる理科 授業づくり編 代表 鳴川哲也 東洋館出版社 2022 

ＩＣＴで変わる理科授業 はじめの一歩  吉金 佳能 明治図書 2022 

今年度の研究のまとめ 

 

 

 
 

 単元の終末において、振り子の規則性についての科学的な説明を取り入れることで、単元をとおして身に付け

た知識・技能を生かして、自分の言葉で説明することができた。その後、メトロノームやブランコについての科

学的な説明を取り入れることで、理科の学びと日常の事象を結び付けて考える姿が見られた。 

 

 空気鉄砲に水を入れると玉が勢いよく飛ばない事象についての科学的な説明を取り入れることで、理科の学び

を生かして、疑問を解決することができた。単元の終末では、自転車のタイヤや豆腐パックに入っている水につ

いての科学的な説明を取り入れることで、理科の学びと日常の事象を結び付けて考える姿が見られた。 

  

振り子の規則性についての科学的な説明 日常の事象についての科学的な説明 

 

水だと玉が飛ばないことについての科学的な説明 

 

 メトロノームを速くする方法を
説明しよう。 

 ブランコが１往復する時間が早

い方を説明しよう。 

単元を貫く学習問題 「振り子の動き方に違いが出るのは、何が関係しているのだろうか。」 

 

単元を貫く学習問題 「とじこめた空気や水には、どのような性質があるのだろうか。」 

 

 

日常の事象についての科学的な説明 

 

 自転車のタイヤに水ではなく

て、空気が入っている理由を説
明しよう。 

 豆腐パックに空気ではなく
て、水が入っている理由を説
明しよう。 

 

 


